
技術分類

技術名称 ＧＰサンプリング 担当部署 九州支社技術部

NETIS登録番号 担当者 栃尾　健

社名等 基礎地盤コンサルタンツ株式会社 電話番号 ０９２－８３１－２５１２

技術の概要

国の機関　 ４９件　（九州　　１８件　、九州以外　３１件　）　
自治体　　　１　件　（九州　　０件　　、九州以外　　１件　）　
民　 間　　　７　件　（九州　　０件　　、九州以外　　７件　）　

３．技術の効果

①粒度組成などの物理特性が現地盤と同等な試料を採取できます。
②間隙比や密度等が現地盤と同等な試料を採取できます。
③土粒子や岩砕などの接触状態が現地盤とほぼ同等な試料を採取できます。
④土粒子や岩砕などの大きさ、形状、配列、接触状態や質感などが明瞭に視認できる試料を採取
できます。
⑤上記の安全に高いコストパフォーマンスで得られます。

４．技術の適用範囲

①従来は、常温での高品質試料の採取が困難であった砂礫や破砕岩、難切削性岩盤などが適用
可能です。
②社会的要求が高い液状化検討対象地盤である礫混じり砂～砂～シルト質砂が適用可能です。

２．技術の内容

５．活用実績

安全・防災　　維持管理　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　

砂質土・礫質土の高品質なサンプリングとして「凍結サンプリング」が実用化されてきましたが、間
隙水を凍結した凍土内の氷は、温度が下がると当然収縮するため、過圧密になる可能性が大きい
と考えられます。
　そこで、高品質な試料（粒度組成などの物理特性が現地盤と同等な試料、間隙比や密度等が現
地盤と同等な試料）を採取する方法を開発するニーズがありました。

サンプラー内に貯留した濃厚ポリマー液(Gel)が試料の採取により押し出され(Push)、試料表面に塗
布され、試料を保護しながら採取する手法であります。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

採取資料の一例


